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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

内陸(利用企業地域) 沿岸(利用企業地域)
県外(利用企業地域) コンテナ取扱量

コンテナ取扱量
（TEU）

利用企業数・コンテナ取扱量過去最多

国際フィーダーコンテナ
定期航路開設（H23.7）

東北横断道開通
宮守～東和（H24.11）
遠野～宮守（H27.12）

※1

利用企業数
（社）

（年）

ガントリークレーン稼働（H29.9）
外貿コンテナ航路開設（H29.11）

動物検疫港に指定
（R1.8）

遠野市

釜石市

北上市

金ケ崎町

重要港湾
釜石港

4

45

283

283

107

456

397

396

456

花巻
空港IC

遠野IC

遠野住田IC

東和IC

宮守IC

滝観洞IC

吉浜IC

三陸IC
大船渡北IC

釜石北IC

大槌IC

山田南IC

山田IC

釜石仙人峠IC
釜石唐丹IC

釜石両石IC

釜石南IC

釜石中央IC

釜石JCT

江刺田瀬IC

花巻市

物流機能の向上によりコンテナ取扱量が過去最高に
◆釜石港のコンテナ取扱量、利用企業数が年々増加、令和元年も過去最高を記録。
◆内陸にある企業は、取扱量の約半数を釜石港を利用し、輸送コストや商品の安定供給を実現。
◆物流を担う企業は、輸送時間が短縮し、１日１往復から２往復が可能となり、ドライバーの負担軽減や輸送コスト削減を実現。

■内陸部と釜石港の物流ルート
<凡例>

東日本大震災以前開通区間
東日本大震災以降開通区間
H31.3以降開通区間

E46

E45

E4

■日用雑貨取扱い企業の声
・陸上輸送コストの低減と輸送時間短縮が
可能となったため、釜石港からの輸送を開始
しました。

・現在は取扱量の半分を釜石港で荷揚げを
しています。

・港から輸送拠点までの輸送環
境が整備されたことで、商品の
安定供給につながっています。

（R1.12 企業ヒアリング調査結果）

※企業ヒアリング調査結果より作成

釜石北IC
交差点北上流通センター

花巻市物流
センター

■花巻市に物流センターを持つ小売企業

■自動車部品の輸送を担う企業の声
・開通により、輸送時間が片道約30分短縮されました。1台で1日2往復も可能になり、生産性が
高まり、輸送コスト削減にもつながっています。 （R1.7 企業ヒアリング調査結果）

■釜石市に立地する物流企業

■釜石港利用企業数・
コンテナ取扱量の推移

資料：釜石市※1：H27は復興建設発生土の輸送分（2,066TEU）を除いた値

■釜石港利用企業数の自治体別変化
H24 R1

釜石港
利用企業が

拡大

凡例

１社

２社～

４社～

６社～

青森県 青森県

岩手県 岩手県

E4 E4

E45

釜石港
E46

45 45

宮城県
宮城県

拡大 拡大

E45

E46 E46

釜石港

資料：釜石市

写真：釜石JCT～釜石中央IC間を走行するコンテナ車
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■日用雑貨取扱い企業の港別コンテナ取扱量の推移

（年度）（見込み）

（53％）

（29％）

（40％）

（30％）

（30％）

※2

開通後、約半数を
釜石港利用予定

（18％）

※1 ：TEUとは20フィートで換算したコンテナ個数を表す単位
※2 ：その他は東京港、仙台塩釜港、八戸港
資料：企業データ

※1
コンテナ取扱量

（TEU）

1.4倍

■北上流通センターまでのトラックドライバーのタイムスケジュールの変化

開通後

時間短縮により、
2便/日・台が可能

9時間勤務
（休憩含み）

釜石
物流拠点
（釜石北

IC交差点）

往路
(1時間30分)

北上流通センター

釜石
物流拠点
（釜石北

IC交差点）

※1便目の空コンテナを輸送
※2便目の空コンテナは翌日回収

釜石港
北上流通センター 釜石港

北上流通センター釜石港北上流通センター 釜石港

復路
(1時間30分)

翌日輸送
準備 等
(1時間)

往路
(2時間)

復路
(2時間)

往路
(2時間)

復路
(2時間)

連結・切離し
（20分）

※1便目の空コン
テナを輸送

連結・切離し
（20分）

連結・切離し
（20分）

※ヘッド部分のみ
※荷下ろしは流通

センターが実施

連結・切離し
（20分）

連結・切離し
（20分）

連結・切離し
（20分）

開通前、
開通後と

同様の輸送
を実施した
場合(想定)

釜石港 秋田港 その他

：開通後の物流ルート

休憩
(1時間)

休憩
(1時間)

往路
(1時間30分)

復路
(1時間30分)

業務時間
超過、

翌日準備
を時間内
にできない

※ヘッド部分のみ
※荷下ろしは流通

センターが実施


